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令 和 ７ 年 度  事 業 計 画 

 

公益財団法人綾部市医療公社は、綾部市立病院の指定管理者として当該病院の運営を

通して医療や福祉、公衆衛生に関する様々な事業を展開し、綾部市をはじめとする地域

住民に対する地域医療の確保・充実並びに健康増進に取り組んでいます。 

綾部市立病院は、開院から今日まで急性期医療を中心に展開し、綾部市における地域

医療の中心的役割を果たすとともに、地域の医療ニーズに応えて診療機能や施設設備の

拡張・充実に努めてきました。 

本年度は、団塊の世代全員が７５歳以上の後期高齢者となることもあり、さらに人口

減少・少子高齢化が進む見込みであるため、今後は、将来の医療需要を見据えつつ、新

型コロナウイルス感染症のような新興感染症の流行や自然災害などの緊急事態の際に

も、質の高い医療を効果的・効率的に継続できる医療提供体制を整備・ 構築する必要

があります。 

令和６年度からは第８次医療計画がスタートし、地域医療構想の実現に向けた取組が

推進されているところですが、人口減少や薬価改定に伴う医業収益の減少、長期化する

円安に伴う光熱水費、材料費、資材価格等の高騰、医師の働き方改革を始めとする医療

従事者の処遇改善、賃上げに伴う人件費の増加などにより、病院経営はより一層厳しく

なることが懸念されます。 

これらのことを十分に踏まえ、綾部市立病院がこの地域における医療の拠点としての

役割を最大限発揮し、当公社の目的である地域住民の健康と福祉の増進を達成するため、

次のとおり本年度の事業計画を定めます。 

 

１ 病院運営の重点目標 

（１）将来を見据えた病院運営と経営改善の取り組み 

地域の少子高齢化、人口減少に伴う医療需要の変化・減少に対応するため、令和

７年４月より病床数を２０６床から７床削減して１９９床の地域密着型病院へ移

行します。これまでの医療機能を維持しながら、より市民に寄り添った医療サービ

スの提供に努めるとともに、将来の医療需要を見据えた病院規模・機能など持続可

能な医療提供体制のあり方について更なる検討を進めます。 

また、ワーキンググループを立ち上げて協議を進めている経営改善について、本

年度も引き続き診療報酬算定向上、部門ごとの生産性向上、ベッドコントロールの

効率化などに取り組むほか、病床規模が１９９床になることで算定可能となる診療

報酬を確実に取得していきます。 

 

（２）地域医療を担う人材の確保および育成 

安心安全で質の高い地域医療の提供には、医師をはじめとした医療従事者の安定

確保が前提となります。本年度におきましても、働きやすい魅力ある職場環境の改

善に努め、地域の医療ニーズに見合った人材の適正確保に努めます。特に最重要、

最優先課題である医師確保につきましては、常に京都府立医科大学関係教室と良好



な関係性の維持・向上に努め、綾部市と連携して医師派遣要請に取り組みます。 

   日々進歩する最新の医療を的確に地域へ提供し続けるため、職員対象の各種勉強

会や研修会の開催、院外での学会や研修会への参加支援や各種専門資格取得支援を

継続的に行い、地域に求められる専門性を持った職員の教育・育成に努めます。 

京都府立医科大学の診療参加型臨床実習（クリニカル・クラークシップⅡ）によ

り、１年を通して医学生の地域医療実習を受け入れ、基本的な医学教育はもとより、

地域社会の現状や課題などを含めた幅広い地域医療教育に努めるほか、将来の地域

医療を担う人材育成の一環として、医療系学生の病院実習を積極的に受け入れ、こ

れからの地域の医療を担う人材の育成に努めます。 

 

（３）働き方改革への取り組み 

   医師をはじめ全職員が健康に働き続けることのできる環境を整備することは、各

職員はもとより、提供される医療の質・安全を確保すると同時に、持続可能な医療

提供体制を維持していく上で重要なことです。 

働き方改革推進委員会を中心に、引き続き各職種の専門性を生かしたタスク・シ

フト（業務の移管）、チーム医療によるタスク・シェア（業務の共同化）などの取り

組みにより、労働時間の短縮、負担軽減に取り組んでいきます。 

 

（４）災害等に強い病院づくりの推進 

   大規模災害が発生した場合、病院は、入院患者の安全を確保することに加えて、

被災者に対する医療提供など、重要な役割を担うことになります。地震、風水害な

どの自然災害や大規模な事故災害に対し、迅速に的確な医療が提供できるように避

難・誘導や救急医療の反復訓練並びに病院消防計画、事業継続計画（ＢＣＰ）の定

期的な見直しを行い、災害時にも強い病院を目指します。 

また、第８次医療計画では、新たに新興感染症への対応が盛り込まれ、平時から

新興感染症の発生に対しての備えが求められています。令和６年６月に京都府と医

療措置協定を締結し、新興感染症の発生及びまん延時には病床確保・発熱外来の役

割を担うことになっており、平時、まん延時を問わず迅速に対応できる医療提供体

制の整備に努めます。 

 

２ 救急医療体制の維持・確保 

  「救急医療体制の充実」は当院の基本方針の柱であることを再認識し、公立病院と

しての使命を果たします。 

近年は日当直医師の確保が大変厳しくなっていますが、京都府立医科大学や関連病

院からの応援を得ながら、綾部市消防本部をはじめとした地域の救急隊と円滑な連携

に努め、救急告示病院として全力を挙げて救急医療の確保に努めます。 

 

３ 公衆衛生活動事業の推進 

市民向け学術講演会や様々な健康講座、健康教室を開催し、地域の疾病予防や健康

増進、医学的知識の向上に努めます。 



新型コロナウイルス感染症の５類移行後は、対面・参加型で開催していますが、多

数の方に参加いただいており、参加者の医療や健康への根強い関心の高さを実感して

います。本年度も、健康長寿社会の実現に向けて、より一層地域住民のニーズに応え

られる事業を展開していきます。 

 

４ 健診業務の推進 

疾病の早期発見・早期治療だけでなく、生活習慣病を未然に予防して生涯の健康を

守ることも目的とし、利用者の目線に立った質の高いサービスを提供します。人間ド

ックについては、本年度も１日１０人の定員枠を維持し、検査がスムーズに流れるよ

う努めます。 

また、検診後は、結果の迅速な返却に心がけ、各種健康教室への参加や専門外来へ

の受診を促進するなど、より健康に過ごしていただけるような支援に努めます。 

 

５ 地域連携体制の強化 

 綾部市の地域包括ケアシステムにおける医療の拠点として、地域の医療機関や介護

福祉施設、行政と円滑な連携体制の強化を図り、地域の中長期的な人口構造や医療ニ

ーズの質・量の変化に対応して、良質かつ適切な医療を効率的に提供できる体制の確

保に努めます。 

京都府立医科大学附属北部医療センターを中心とした京都府北部の関係病院との

相互補完体制の更なる推進を図り、綾部市並びに京都府北部地域の医療連携体制の充

実に努めます。 

 

６ へき地医療の確保 

  京都府へき地医療拠点病院として、綾部市の要請に基づき市内の無医地区にある綾

部市立診療所に医師を派遣して、当該地域の医療確保に努めます。医師不足が深刻な

問題となっていますが、常勤医師の確保に努め、本年度におきましても毎週木曜日に

市立奥上林診療所へ、毎週月曜日と金曜日には市立中上林診療所にそれぞれ医師１名

を派遣します。 

 

７ 訪問看護・居宅介護支援事業の推進 

訪問看護事業は、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最期まで継続できるよう、

医療と介護を繋ぐという非常に重要な役割を担っています。本年度におきましても利

用者や家族の思いを尊重した在宅療養を守るため、２４時間の訪問看護体制を維持し

ながら更なるサービスの向上に努めるとともに、新規利用者の獲得や訪問件数の増加

に努めます。 

  また、居宅介護支援事業につきましては、近年は高齢化の進行もあり、介護ニーズ

は多様化しており、ケアプランの重要性がますます高まっています。利用者の心身の

状況や置かれている環境に応じた介護サービスを利用するためのケアプランを作成

し、そのプランに基づいて適切なサービスが提供されるよう、地域の介護福祉施設や

介護サービス提供事業者、行政等との連絡・調整を行います。 


